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編集後記　
本号に投稿してくださった会員の御研鑽と、本会の運営委員の
ご尽力により、ここに『言語の研究』第２号を発行することができた。衷心より御礼を申し上げる。　
本号の編集の経緯は次のとおりである。本号には、学術論文と
して六件の投稿があった。編集規定で定められたページ数を超過するものが一件あったが、運営委員会で協議した結果、その論文内容に示された新しい知見の重要性に鑑みて、ページ数を縮小することを条件に投稿を受理した。　
また、投稿の受理後に執筆者から を取り下げる旨の依頼が
一件あり、この結果、計五 が査読の対象となった。五件のうち四件が査読委員による査読を経て「採用」となった。一件は「再投稿」となったが、執筆者 よる改 の後に再投稿がされ、これを受理した後の査読の結果、 「採用」となっ　
会員の優れた学術論文を学界に広めるために、本誌が少しでも
お役に立つことができれば 会として幸いで る。　
会員の皆様には奮って玉稿の御投稿を賜りたい。
二〇一六年六月二三日
　
浅川
　
哲也
　
